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NY マーケットレポート（2019 年 7 月 23 日） 
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NY市場レポート 

 

主要な米経済指標結果 

6 月中古住宅販売件数 527 万件（予想 533万件・前回 534 万件⇒536万件） 

6 月中古住宅販売件数（前月比） -1.7％（予想 -0.2％・前回 2.5％⇒2.9％） 

6 月の米中古住宅販売件数は、市場予想を下回る結果となり、前年比では-2.2％だった。販売価格が上昇す

る中で、南部や西部の減少が影響した。統計データを見ると、市場の住宅在庫は前月比+1.0％の 193 万件と

なり、販売に対する在庫率は 1.4 ヵ月と前月から上昇した。一戸建て住宅は、前月比-1.5％の 469 万件、集

合住宅は-3.3％の 58 万件。地域別では、北東部が前月比+1.5％の 68 万件、中西部が+1.6％の 125 万件、南

部は-3.4％の 225万件、西部は-3.5％の 109万件だった。また、成約物件の中間価格は前年比+4.3％の 28.6

万ドル、平均販売価格は+3.1％の 32.2 万ドル。 

 

データを基に SBILMが作成 
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7 月リッチモンド連銀製造業指数 -12（予想 5・前回 3⇒2） 

7 月リッチモンド連銀製造業指数は、市場予想に反して大幅低下となり、2013 年 1 月以来の大きなマイナス

幅となった。 
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米主要株価指数は続伸  

米株式市場は、米企業の四半期決算が好調だったことが好感され、主要株価指数が堅調な動きとなった。さ

らに、米中両政府が閣僚級の通商協議の開催を検討しているとの報道を受けて、米中の貿易協議進展への期

待感が広がったことも支援材料となり、主要 3 指数は続伸となった。ダウ平均株価は、序盤から堅調な動き

となり、終盤に前日比 196 ドル高まで上昇した。結局 177 ドル高で終了した。一方、ハイテク株中心のナス

ダックは、一時マイナス圏目で下落する場面もあったが、終盤にかけて堅調な動きが続き、47 ポイント高で

終了した。 
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ドルは主要通貨に対して底固い動きが続く  

序盤からドルは主要通貨に対し堅調な動きとなり、ドル/円も 108.28 まで上昇した。しかし、6 月の米中古

住宅販売件数が市場予想を下回る結果となった他、7月リッチモンド連銀製造業指数が 2013 年 1月以来の大

きなマイナス幅となったことが影響し、ドルは軟調な動きとなった。さらに、米 10 年債利回りが 2.0707％

から 2.0446％まで低下したこともドルの圧迫要因となった。ただ、IMF が米国の成長見通しを上方修正した

ことに加え、ドルはユーロやポンドなどに対して堅調な動きが続いていたこともあり、ドル/円は 108.03 で

下げ止まり、108.00 割れを回避した。その後、ライトハイザー米通商代表部（USTR）代表ら複数の米政府高

官が通商協議を行うために、7/29に中国に向けて出発する予定で、未解決の問題が幅広く議論されるとの報

道を受けて、米主要株価指数が上昇、米 10 年債利回りも 2.0829％まで上昇となり、ドル/円は再び 108.29

まで上昇した。 

 

出所：総合分析チャート 

 

前営業日のロシアルーブル、ブラジルレアル 

◇ロシアルーブル 

昨晩 23日のルーブルは対ドルで 63.3025 ルーブルと対ドルで続落したほか、対円でも 1.7077 円と円高とな

った。 今週末 26日のロシア中銀政策委員会での利下げ観測がルーブルの重石となったほか、米中通商交渉

の進展期待や米債務上限問題の払拭によるドル堅調地合いもルーブル安の一因となった。 
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一方、ドル建のロシア RTS株価指数は 4.31Pts高の 1345.48Ptsと反発したほか、MOEX指数も 2701.06Pts(16.81 

Pts高）と 9 日ぶりに反発。原油価格の上昇や欧米株式市場の上昇を好感したことも反発につながった。 

 

◇ブラジルレアル 

レアルは対ドルで 3.7722 レアル、対円で 28.686 円とレアルは対ドル、対円で下落した。米中通商交渉の進

展期待や米債務上限問題の払拭に加え、米長期金利の上昇などドル堅調地合いもレアル安につながった。 

加えて、ブラジルの 7 月中旬のインフレ率が鈍化したことでブラジル中銀の政策金利見通しの下方修正につ

ながったことも影響した。 

 

一方、ボベスパ指数は 245.20Pts 安の 103,704.30Pts と反落した。IMFによる世界経済見通しで 2019年のブ

ラジルの成長率見通しが 4月の 2.1%から 0.8%へ大幅に下方修正されたことも影響した。 

 

提供：SBI リクイディティ・マーケット株式会社 

お客様は、本レポートに表示されている情報をお客様自身のためにのみご利用するものとし、第三者への提供、再配信を行うこ

と、独自に加工すること、 複写もしくは加工したものを第三者に譲渡または使用させることは出来ません。情報の内容について

は万全を期しておりますが、その内容を保証するものではありません。 また、これらの情報によって生じたいかなる損害につい

ても、当社および本情報提供者は一切の責任を負いません。 

本レポートに表示されている事項は、投資一般に関する情報の提供を目的としたものであり、勧誘を目的としたものではありま

せん。投資にあたっての最終判断はお客様ご自身でお願いします。  

 


